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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 菌床は針葉樹バーク堆肥、広葉樹おが粉、フスマ（米ぬか）を５～１０：５～０：２（容量比）で混合、加水

し含水率は６６％とする。容器はP.P.製の袋で詰め込み培地重量は１kgである。 

 殺菌は高圧殺菌釜で１００℃で６０分間蒸らしたのち１２１℃で９０分間行う。 

 培養は２１℃で６０日間行い、培養完了後野外に埋め込む等の操作を行う。 

菌床の埋め込みはいつでも可能だが、春期発生には前年の１２月までに、秋期発生には８月までに埋め

込むのが良い。収量は系統により異なるが培地重量の２～５割程度が見込める。 

 収穫は子実体のかさが開ききる前に行うと良い。

２ 期待される効果

 直売所等での販売

３ 適用範囲

 きのこ栽培者、農林家

４ 普及上の留意点

  菌床の製造にあたっては無菌的な操作が必要であるため、きのこ振興センターに種菌を譲渡し、 

菌床をきのこ振興センターが製造するのが適当と考える。 

  被覆資材はバーク堆肥、落ち葉が使用可能であるが、風等でとばされて乾燥しないよう敷きわら 

等を行う。 また、過乾燥になった場合は散水等が必要である。 

野外で栽培する場合は泥はね等に注意する必要がある。

Ⅱ 具体的データ等
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